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○南相馬市原町区錦町、県道12号線沿いの本会の
言板。2008年8月15日の終戦記念日に建立された

ので今年で満10年になります。被災地訪問で訪れ
た県内外の「九条の会」の方から、よく「大きさは

どれくらい？」という質問があります。
○秋になると周囲は、平田会長の奥様が丹精込め

て手入れされたコスモスが美しく咲き乱れます。
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看板の大きさは: M450cm、継犯cm、
全高240cm。10年経っても色鮮やかです

次々に『福島民報jに掲載本会会員の新聞投書⑪
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大窪災と原発事故で人生を一変させられ､地域を根こそぎ破壊された私たちですカミ

理不尽さや人権を蔑ろにされたままでは、それを黙認したことになります。おとな

しい東北人でなく、“まつろわぬ民，，を示す発信を続けていきたいものです。 』
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を
発
見
し
た
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光
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Ｒ
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福
島
市
・
ニ
上
英
朗

（
南
相
馬
市
歴
史
専
門
調
査

員
筋
）
・

亘
一
十
年
前
の
明
造
一
千

一
年
五
月
十
一
日
に
小
高
駅

が
開
業
し
た
時
に
も
、
ま
た

常
磐
線
の
未
開
通
部
分
だ
っ

た
、
双
葉
地
方
の
小
高
と
久

ノ
浜
間
が
同
年
八
月
二
十
三

日
に
全
通
し
た
時
に
も
、
全

て
た
だ
一
人
で
報
道
し
た
の

は
、
福
島
民
報
の
吉
田
菊
堂

（
本
名
騎
一
理
と
い
う
記

者
だ
っ
た
。

当
時
は
一
日
に
上
り
下
り

蚤
一
本
だ
ほ
だ
っ
た
。
そ
こ

で
宿
泊
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
彼
を
泊
め
た
の
が
、
後
の

衆
院
議
員
で
事
業
家
だ
っ
た

半
谷
清
寿
社
長
の
秘
書
役
を

務
め
た
、
鈴
木
余
生
（
良
雄
）

と
い
う
小
高
銀
行
の
支
配
人

I

’

憲
法
の
聖
地
小
高

新
た
な
逸
話
発
見

’

町
興
隆
の
旗
を
振
っ
た
が
、

惜
し
く
も
二
十
七
歳
で
天
逝

（
よ
う
せ
い
）
し
た
。
死
の

直
前
に
長
男
安
蔵
を
も
う
け

た
。
こ
れ
が
後
に
日
本
国
憲

法
の
民
間
草
稿
を
執
筆
し
た

鈴
木
安
蔵
博
士
で
あ
る
。
小

高
町
は
博
士
が
十
七
歳
ま
で

生
活
し
た
、
日
本
国
憲
法
の

〃
ふ
る
さ
と
″
と
言
え
る
。

憲
法
冊
子
を
全
戸
配
布
し

た
南
相
馬
の
聖
地
で
、
常
磐

線
と
相
馬
野
馬
迫
、
そ
れ
に

鈴
木
安
蔵
博
士
の
生
家
、
福

島
民
報
が
つ
な
が
っ
た
。
生

家
も
文
化
財
と
し
て
保
存
運

動
を
展
開
中
だ
。
新
た
な
逸
一

話の誕生を喜んでいる。一
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世界鱸法9条をえらび始めだ
あなたは9条を変えて戦争に行きますか？
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電
源
構
成
を
原
子
力
釦
～

｜
躯
勿
、
石
炭
火
力
邪
勿
、
一
再

一
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
理
～
塑
勿
と

←
し
て
い
る
政
府
方
針
の
実
現

－
－
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
付

け
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

を
維
持
す
る
と
の
こ
と
だ
。

一
こ
こ
に
は
、
宝
皐
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
の
教
訓
は

生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
原
発
ゼ
ロ
を
願
っ
国
民

の
願
い
は
、
反
映
さ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

｜
事
故
を
起
こ
し
た
福
島
第

三
原
発
四
基
の
廃
炉
に
、
三
一

一十年から四十年もかかる一

’
｜

’

南
相
馬
市
・
佐
藤
邦
雄

（
無
職
別
）

経
済
産
業
省
は
有
識
者
会

議
で
、
二
○
三
○
年
度
の
エ

経
産
省
基
本
計
画

原
発
固
執
に
幻
滅

一

下
し
た
「
生
業
訴
訟
」
の
判

決
は
、
人
格
形
成
に
必
要
な

大
気
を
汚
染
し
た
こ
と
、
水

質
や
物
質
汚
染
、
家
族
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
の

「
平
穏
的
生
活
権
」
を
認
定

し
た
。
私
た
ち
は
、
原
発
ゼ

ロ
で
平
穏
な
生
活
を
送
り
た

い
と
願
っ
て
い
る
。

残
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
そ
れ
に

か
か
る
膨
大
な
費
用
な
ど
を

考
え
る
と
、
士
一
年
後
も
原

発
に
固
執
す
る
の
は
お
か
し

い
と
感
じ
る
。

南
相
屋
ｍ
・
佐
藤
書
彦

《
雪
社
員
釦
）

両
陛
下
に
と
っ
て
最
後
と

な
る
全
国
植
樹
祭
が
、
南
相

需
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
方
々
が

念
入
り
な
準
備
を
行
い
、
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
地
窪
の
津
波
に

よ
り
、
変
わ
り
果
て
た
土
地

ば
、
以
前
の
光
景
を
想
像
で

津
波
で
消
え
た
緑

再
び
育
成
し
よ
う

昨
年
十
月
に
福
島
地
裁
が

た
が
、
田
ん
ぽ
に
水
が
入
る

な
ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
っ

て
も
ハ
ー
ド
面
は
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
農
家
や
建
般
会

社
の
方
々
の
努
力
に
加
え
、

力
添
え
が
あ
っ
た
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ば
、
住
民
が
そ

の
地
に
緑
を
育
て
て
い
く
時

期
だ
と
感
じ
ま
す
。
緑
が
な

つ
た
も
の
の
、
諦
め
ず
に
復

興
に
取
り
組
ん
で
き
た
」
と

い
う
こ
と
を
、
形
に
し
て
残

し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

・
具
合
が
悪
い
の
意
味
だ
が
、

一
篝
霊

安
倍
晋
三
首
相
や
与
党
議

員
、
官
僚
の
発
言
は
ラ
ソ

コ
ギ
」
（
う
そ
つ
き
）
で
、

「
シ
ヤ
ッ
パ
グ
ッ
チ
」
（
知

ら
な
い
ふ
り
）
る
。
な
い
と

し
て
い
た
記
録
が
見
つ
か
り

改
ざ
ん
が
あ
っ
て
も
不
起
訴

で
「
ゴ
セ
ヤ
ゲ
ル
」
（
腹
が

立
つ
）
・
「
ズ
ル
カ
」
（
ず

る
い
こ
と
）
し
て
「
シ
ョ
ウ

シ
」
（
恥
ず
か
し
い
）
と
ば

思
わ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

『
モ
サ
ク
サ
イ
」
（
見
苦

し
い
）
が
、
国
民
は
す
ぐ
忘

れ
る
か
ら
「
サ
ス
ケ
ネ
ー
」

へ
気
に
し
な
く
て
よ
い
）
と

い
う
こ
と
か
。
で
も
「
ズ
ノ

ル
」
全
意
気
）
と
、
い
つ

か
「
バ
ヂ
」
（
罰
）
が
当
た

り
、
「
カ
ン
カ
チ
」
（
や
け

ど
）
す
る
ぞ
。

事
故
に
遭
っ
た
本
県
民
に
寄

り
添
っ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
極
め
付
き
は
「
ア
ン
ベ

ワ
リ
ー
」
・
本
来
は
身
体
の

宝
扉
電
力
福
島
第
一

▲掲戦日は､佐藤邦雄さん6月2日､佐藤喜彦さん6月14日､斎藤良一さん6月13日､山崎6月10日。


